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研究成果の概要（和文）：音楽家医学に鍼灸治療が貢献する可能性について検討した。質問紙調

査の結果、年齢やプロ・アマに関係なく多くの楽器演奏家が運動器系症状を抱えており、肩、腰

、首、手首、腕にこりや痛みを訴えていた。また、N of 1 trialの結果、特に頚肩こり（最良の

例で施術前症状の56％）と腰痛（同49％）の直後軽減が著しかった。個人差があるが、鍼灸が

少なくとも一部の運動器症状を改善することによって音楽家を支援できる可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：Feasibility of acupuncture’s contribution to performing arts 
medicine was assessed.  As results of questionnaire surveys, many musicians and music 
majors had musculoskeletal disorders such as stiff or painful shoulder, low back, neck, 
wrist and arm regardless of age and professional.  As a result of N of 1 trials, improvement 
of neck/shoulder stiffness and low back pain immediately after acupuncture treatment was 
remarkable (56% and 49% of visual analogue scale before treatment, respectively, at the 
best cases).  Therefore, although there is an individual variation, it is suggested that 
acupuncture may help musicians by improving some musculoskeletal health problems. 
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１．研究開始当初の背景 
 楽器演奏家の多くが筋骨格系障害を抱え
ていると思われるが、スポーツ医学のように
特化した治療・ケア手段は確立されていない。
また、鍼灸マッサージなどの代替療法を好ん
で受療し、効果も自覚的に認めている演奏家
はいるものの、強いエビデンスは示されてい

ない。 
 
２．研究の目的 
 鍼灸治療が楽器演奏家の運動器系障害の
改善に役立つ可能性について、科学的根拠に
もとづく医療（EBM）の観点から検証して、
音楽家医学における鍼灸の有用性を探るこ
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ととした。 
 
３．研究の方法 
 プロ・アマチュアの音楽家 66 名および音
楽科大学生（音大生）253 名を対象として、
半構造化した質問紙を直接配布して回答を
回収した。質問内容は、演奏楽器の種類、経
験年数、一日平均演奏時間、身体症状の有無、
症状部位、症状内容、治療の有無、代替医療
受療の有無などとした。 
 また、楽器演奏による障害を訴えている音
大生 5 名を選出し、N of 1 trial による A-B-A
方式で鍼灸治療を行い、最もつらい症状の 1
～4位の主観的10点スケールを主要評価項目
として、介入期と非介入期、および施術前後
の症状を比較した。 
 
４．研究成果 
 プロ・アマ音楽家が抱えている障害は頚肩
こり、腰痛、手首痛が多かった。音大生では
愁訴部位は肩、腰、首、手首、腕の順に多く、
症状はこり、痛み、腱鞘炎の順に多かった。
鍼治療については、プロ・アマ音楽家の 23％、
音大生の 9％に受療経験があった。 
 N of 1 trial では、5 例中 4 例において主要評
価項目の少なくとも 1 症状が施術直後に有意
に軽減しており、特に頚肩こり（最良の例で
施術前の 56％）と腰痛（同 49％）の改善が
著しかった。 
 今回の結果から、多くの音楽家が抱えてい
る症状が、臨床試験やそのシステマティッ
ク･レビューで鍼治療効果のエビデンスを示
されている運動器系症状（腰痛や頚痛など）
であることがわかった。また、今回の N of 1 
trial でも、個人差があるものの運動器系症状
の直後軽減効果に優れていた。このことから、
鍼灸が少なくとも一部の運動器症状を改善
することによって音楽家を支援できる可能
性が示唆された。 
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